
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                             

 

 

 

ねおらいふ株式会社 

作 成 年 月 日  令和７年３月１日 

営  業  時  間  ８：３０～１７：３０ 

サービス提供時間  ９：００～１６：４５ 

 〃学校のない日  ９：００～１６：３０ 

送迎実施の有無  学校迎えのみ有 

 

                                                                                        

指定障がい児通所支援事業所                                                                                      

ねお重心多機能型施設入野 

（児童発達支援／放課後等デイサービス）                                                                                       

 

【健康・生活】 

安全で安心できる、心地よい居場所づくり 

・看護師による体調確認 

・経管栄養・吸引・酸素吸入・人工呼吸器等医療的ケアに対応 

・０歳～１８歳まで、切れ目のない支援 

理念 「ひとりひとりが持つ可能性の発見と未来につながる新しい生き方の追求」 

 
心身機能・構造 

 
活動 

 
参加 

健康状態 

【運動・感覚】 

一人ひとりのニーズに沿った個別の 

リハビリ 

・拘縮予防や座位・立位の粗大運動 

・手先を使う微細運動 

・機能訓練士による排痰ケア 

・五感を刺激する感覚刺激や感覚遊び

（季節の食べ物の味覚や香り、手浴・足

浴のぬくもり） 

【認知・行動】 

「興味あるものにふれたい、遊びたい

気持ち」の尊重 

・年齢ではない個々の発達段階に配慮

して提供する子どもらしい遊び 

・子どもたちの『できた』に寄り添う製作

活動や手作りゲーム、伝統遊び 

・その子のもっている力（握る・つかむ・ 

ふる・叩く等）を引き出す楽器遊び 

【言語・コミュニケーション】 

「伝えたい、わかりたい」の気持ちへ

の寄り添い 

・小さなサインや身体の動きや、表情で

表す小さな変化を受け止め、共有する

個々のニーズ把握 

・意思表示をする力（顔を向けたり笑顔

を見せたり声を出したり等）を引き出す

読み聞かせや自然の中でのお散歩 

【人間関係・社会性】 

関わりを大事にすることで育む人やも

の、こととのつながり 

・社会とのつながりを築く社会体験（う

なぎパイ工場、ヤマハのイノベーションロ

ード等への見学） 

・イベントへの参加（バイオリン演奏会/

鍵盤ハーモニカ演奏会/図書館開催の

読み聞かせ会、しめ縄づくり） 

支援方針 

１ 遊びながら学べる療育 

２ 未来につながる切れ目のない支援 

３ 心地よい居場所づくり 

【本人支援】は、一人一人がいきいきと過

ごせるように、『楽しい』『嬉しい』『心地よ

い』をみつけます。 五感を最大限生かした

遊びや体験を通して経験から学び、成長へ

と繋がる過程を一緒にお手伝いしていきま

す。 

 

療育（発達支援）の 5領域 支援プログラム公表用                                                                                             



・定期面談で相談援助               ・医療的ケアやリハビリ、就学について 

・ケアや悩み事に寄り添う多職種による   の相談援助 

・サポート                          ・かけはしシートで情報共有（小学校就 

・レスパイト目的の利用に対応          学前） 

 

・各種委員会の開催と内部研修        ・浜松市発達医療総合福祉センター 

・外部研修への参加                   の地域支援事業（研修）年４回実施 

・オンデマンド研修受講               ・嘱託委、病院、医ケア児相談センター 

・防災訓練や救命等の安全研修の実施   との連携 

・ヒヤリ・ハットの活用                 ・地域イベントへの参加、地域の公共施 

設・資源の活用 

家族支援 移行支援 

 

 

・スヌーズレンやトランポリン等、刺激を揃えた環境（感じ

取りやすく、楽しみやすいように光、音や音楽、いろいろ

な素材の触るもの、 香り、動きの感覚を刺激するものを

準備します） 

・四季の行事、製作（クリスマスやお正月、節分、ひな祭

り等季節感を体験） 

体験・経験（行事等） 

個人因子 環境因子 

ICF（生活機能分類）モデル 

職員の質向上 地域支援・連携 


